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卒業に向けて！ 《西中生の活躍》
２月も半ばを過ぎ、間もなく３月を迎えることになり ◎ユネスコ世界平和作文コンクール

ます。寒い日が続いていますが、暦どおりに暖かくなる 岩瀬地方町村会長賞 熊田 知佳（２年）
日を心待ちにしたいと思います。 優良賞 村越 桜佳 橋本 尚行（１年）
学校では、１，２年生の学年末テストが本日で終了し、 五十嵐のどか 星舞由璃（２年）

卒業に関わる諸行事の準備や練習に、取り組むことにな ◎管弦打楽器ソロコンテスト県南大会
ります。厳粛で盛大な、そして感動的な卒業式となるよ 中学校の部 金賞 安藤 千恵（２年）
う、生徒・教職員一同、心を込めて準備や練習を進めて 渡辺 瑠奈（２年）
いきます。３年生にとっては、中学校生活も本当に残り ◎市民体育祭フットサル競技
わずかとなってしまいました。卒業式と県立高校Ⅱ期選 優秀選手賞 和田真己 三島木那弥(1 年)
抜に向けて、今が正念場というところです。気を抜くこ ◎校内美化コンクール美化清掃の部
となく頑張ってほしいと願っています。 １位 ２の２

授業参観・懇談会を実施！ ２位 ３の１ ３位 １の３

１３日（金）に今年度最後の授業参観、懇 ◇◇◇新入生保護者説明会を開催◇◇◇
談会を実施しました。多数の保護者の皆様に １９日（木）の午後に、本校多目的室において来年
ご出席いただき、心より感謝申し上げます。 度の新入生の保護者の皆様を対象に、保護者説明会を
授業や学年活動を通して、お子さんの４月か 開催しました。思春期子育て講

らの成長をご覧いた 座として、市生涯学習インスト
だけたものと思いま ラクターの大柿重子様から、「子
す。その後、各学年 どもは親と一緒に育つ」と題し
ごとに分かれて懇談 ての講話があり、その後、中学
会を実施し、学習や 校の学習や生活、諸準備等につ
生活について話し合 いて、学校の担当職員が説明しました。

いました。今年一年間、学校教育、ＰＴＡ活 ☆☆☆こころの窓☆☆☆
動にご理解とご協力をいただき、誠にありが 人は時として、成功は自分の力があったから、失敗
とうございました。 や悪いことは他人のせいと考えてしまうことがありま

雛人形を飾りました！ す。他人のせいにした方が楽な場合もあるが、何の解
６日から雛人形が飾ってあります。女子の 決にもならなかった経験が、誰にでもあるものと思い

すこやかな成長を祈る「ひなまつり」まで飾 ます。失敗や悪いことがあったときに、自分自身を振
る予定です。 り返ってみることの方が大切なものです。
校長室前の鏡の前に

飾ってありますので、 わが身につながる

ご来校の際には、ぜひ 何でもかんでも、悪いことはすべて他人のせいにしてしま

ご覧になってくださ ったら、これほど気楽なことはないだろう。すべて責任は相

い。 手にあり、都合の悪いことは知らぬ存ぜぬである。

『ふくろう』（福来朗・不苦労）が完成！ だがしかし、皆が皆こんな態度で、責任の押しつけ合いを

２年生家庭科の裁縫の授業で、縁起物の「ふ していたならば、この世の中、果たしてどうなることか。

くろう」づくりを行 理屈はどうにでも立てられる。責任を逃れる理屈は無数に

い、完成させました。 あろう。また法律上は、無関係、責任なしということもあり

３クラス分を１階昇 得ることである。しかしこれは理屈や法律だけのこと。人と

降口の前に展示しま 人とが相寄って暮らしているこの世の中、どんなことに対し

したので、ご覧くだ ても、自分は全く無関係、自分は全く無責任・・・・そんな

さい。 ことはあり得ない。一見何の関係もなさそうなことでも、ま

学校評議員会を開催！ わりまわってわが身につながる。つながる限り、それぞれに

２０日（金）の午後２時から、第３回の学 深い自己反省と強い責任感が生まれなければならないであろう。

校評議員会を開催しました。お忙しい中、評 すべてを他人のせいにしてしまいたいのは、人情の常では

議員の皆様にご出席いただき、学校評価の結 あろうけれども、それは実は勇気なき姿である。心弱き姿で

果や教育活動についての話し合いを行いまし ある。そんな人々ばかりの社会には、自他ともに真の繁栄も

た。今年一年間、貴重なご意見をいただき、 真の平和も生まれない。お互いに一人前の社会人として、責

誠にありがとうございました。 任を知る深い反省心と大きな勇気を持ちたい。


